
犬
正
四
年
同
局
ニ
ナ
一
回
目
第
三
園
田
偲
物
国
可
【
毎
月
-
回

-aa骨】

辛子電車量目--p司二二寸a 勾当 -t:3;pp 匠苗

麓

叢

論
醐

制
欲
識
の
吟
味
・
..•....••• 

-
丈
由
主
主
高
田

矯
替
心
理
読
の
主
張
・
...•• 

，
 •. 

経
済
畢
博
士
谷
口

政
治
算
術
附
地
方
算
法
に
就
き
て
・
-
法
一
畢
博
士
財
部

昨

町

描

醐

輔

載静吉保

治彦馬

米
事
費
削
の
弱
貼
"
。
町
-
-
-
咽
"
さ
で
博
士
榊
同

現
代
一
耽
曾
問
題
よ
り
見
た
る
琉
球
・
・
経
重
博
士
石
川

研

究

オ

1
グ
ァ

1
ス
ト
ン
の
金
融
統
制
理
論
・
・
・
空
2
7
t

一

谷

藤

一

郎

我
闘
の
市
町
村
義
務
費
に
就
い
て
・
目
糧
一
君
主
小
山
田
小
七

舗
闘

噌+
9p 

再
び
貨
幣
の
主
観
債
値
に
就
て
・
・
・
経
由
開
皐
士
柴

人
口
動
態
並
行
法
則
を
論
ず
・
・
・
・
・
岬
笠
宮
ヱ
コ
一

附

鋒

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

本
誌
第
三
十
五
巻
綿
目
録

興正

二雄

田

敬

谷

道

麿



矯
替
心
理
設
の
主
張

第
三
十
五
巻

七
六
八

第
六
披

第

替

心

理

説

の

主

張

谷

で~
仁1

彦

口

目
攻

〆四ーーー~ーーー『、
ヨヲ.三一

矯購矯
替買替
の カ 動
日平健
常債と
中目説品、
場白理

批設
如l
と

し
て
の
』し、

理
説

二
、
園
際
貸
借
説
の
批
剣
と
し
て
の
心
理
説

四
、
鴛
替
の
心
理
的
根
擦

六
、
免
替
婿
動
の
要
図

七
、
金
貨
鴛
替
と
祇
幣
偽
替

町
、
嬬
替
動
揺
と
心
理
師

今
日
の
如
〈
金
本
位
停
止
の
下
に
翁
替
相
場
の
動
携
す
る
時
代
に
は
、

一
見
す
る
と
こ
ろ
そ
こ
に
は
何
等
の
客

観
的
根
懐
な
く
し
て
、
に
だ
満
替
業
者
こ
と
に
鴻
替
投
機
業
者
の
思
惑
如
何
に
よ
っ
て
鴻
替
は
動
か
き
れ
つ
?
の

る
か
の
如
〈
思
は
る
〉
こ
と
も
少
く
な
い
。
印
ち
今
日
に
お
け
る
魚
替
相
場
の
動
措
は
、
潟
替
開
係
者
の
心
理
的

動
機
に
左
右
さ
れ
る
か
の
戚
が
少
く
な
い
。
最
近
わ
が
闘
に
お
い
て
も
謂
は
ゆ
る
斜
替
心
理
説
(
同
広
三
円
℃
♂
出
r

o
r
m
z
z
m
L
Z
n
g品
目
)
が
漸
〈
問
題
と
な
り
つ
〉
あ
る
は
、
一
は
か

t
の
如
き
客
観
的
事
情
に
よ
る
も
の
と
思
は

れ
る
。漏

替
心
理
設
が
一
つ
の
鴻
替
理
論
と
し
て
成
立
す
る
に
至
っ
た
枇
曾
的
事
情
も
ま
た
、

ほ
Y
同
様
に
戦
後
の
震

替
動
揺
の
事
貫
に
あ
る
と
言
へ
る

0
4

周
〈
知
ら
る
〉
如
〈
こ
の
設
は
主
と
し
て
〆

y
大
曲
学
教
授
ア
ア
タ
η
ノ
オ
ン
氏

の
業
民
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
見
ら
る
〉
が
.
こ
の
著
書
は
恰
か
も
か
の
フ
ラ
ン
が
長
き
動
揺
時
代
を
躍
で
始
め

大島竪浩氏、鴛替心理作用説と我園田角帯剖策(!Y"'.コノミストJ]X，'4， 
昭和七年七月十五日)
Aftillaon， A.， J¥-lonnaie， Prix et Change， I~r，:? 2) 



て
安
定
し
た
る
一
九
二
七
年
に
去
に
さ
れ
た
る
'
も
の
で
あ
る
。
尤
も
一
部
の
内
容
は
す
で
に
一
九
二
四
年
以
来
、

雑
誌
岡
山
2
5
円
台
c-55-巾
旬

0
5
2
5
お
よ
び

は
あ
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
戦
後
の
矯
替
動
揺
を
機
縁
と
し
て
成
立
し
た
る
理
論
に
相
違
な
い
こ
と
は
、
教
授
自
身

閉
山

2
5
b
円。=
o
E
A
C巾

E
Z
S
E
O
E
Z
に
後
表
さ
れ
た
る
も
の
で

の
認
む
る
所
で
あ
る
。

‘.、、‘.、

.. 
、、
... 

、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

.. 

‘.、

.

.
 、
、
.
、
、
、

.

.
 、、、
.
.
.
.
.
.
.
 、、

『
こ
れ
ら
白
各
部
分
に
お
い
て
は
、
す
で
に
行
は
る
L

諸
理
論

1
F
国
際
貸
借
説
お
よ
び
購
買
力
平
債
設
を
現
在
の
事
貿
白
試
練
に
供
し
た

Q

し

か
も
わ
れ
/
¥
は
積
極
的
の
仕
事
を
も
な
す
べ
く
努
力
し
た
。
卸
ち
最
近
の
貨
幣
径
験
か
ら
全
〈
必
然
に
導
壱
出
さ
る
L

一
連
白
瑚
論
、
わ
れ

/
L

が
賓
詮
を
有
ナ
る
種
々
雑
多
の
事
貨
の
総
て
と
合
致
す
る
諾
理
論
を
創
業
せ
ん
と
努
力
し
た
。
而
し
て
わ
札
/
¥
が
最
も
重
要
な
り
と
指
示
す
る

心

札

b
の
諸
事
買
は
吻
償
持
よ
び
悠
替
に
閣
し
て
ふ
浬
的
要
素
D
寅
ず
る
根
市
町
な
る
段
別
に
序
ナ
る
自
で
あ
る
か
ら
、
結
局
に
拘
い
て
貨
幣

、
、
‘
.
‘
‘
‘
.
司
、

.. 
、、

.
F
-
E

色町、、

hw

恥、、引恥川市
h

h

h

w

W

1

h

川市
U
1

心
理
設
相
よ
び
矯
替
心
理
説
に
到
達
ナ
t
き
は
、
敢
て
怪
し
む
に
足
り
な
い
で
あ
ら
う
c』

か
く
し
て
致
授
は
ま
づ
第
一
篇
に
お
い
て
『
最
近
の
貨
幣
経
験
』
と
し
て
、

一
九
一
四
年
よ
り
一
九
二
六
年
に
至

る
鴻
替
お
よ
び
物
慣
に
闘
す
る
事
買
を
克
明
に
研
究
し
、
究
い
で
こ
の
事
買
を
根
醸
と
し
て
第
二
篇
『
最
近
の
樫

験
に
基
づ
く
貨
幣
理
論
』
を
論
じ
、
最
後
に
第
三
篇
に
お
い
て
『
最
近
の
鰹
験
に
基
づ
く
鴻
替
理
論
』
を
論
や
る
。

い
ま
わ
れ
/
¥
の
直
接
の
問
題
左
す
る
所
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
〈
こ
の
最
後
の
部
分
に
閲
す
る
。

従
来
の
魚
替
に
闘
す
る
諸
理
論
を
、
戦
時
お

よ
び
戟
後
の
事
買
と
照
合
す
る
時
は
、
ま
づ
第
一
に
こ
れ
ら
従
来
の
理
論
は
、
そ
れ
ん
¥
鴬
替
に
影
響
す
る
だ
三

然
ら
ぱ
潟
替
理
論
に
闘
し
て
敢
授
の
問
題
と
す
る
所
は
何
か
9

一
つ
の
要
素
を
探
り
あ
げ
て
、
た
ヲ
こ
れ
の
み
に
よ
っ
て
説
明
せ
ん
と
す
る
。
然
る
に
現
買
に
は
、
矯
替
に
影
響

す
る
要
素
は
唯
一
に
あ
ら
子
、
諸
多
の
要
素
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
理
論
は
全
く
誤
認
で
は
な

い
に
し
て
も
、
末

r異
理
の
全
部
を
壷
し
え
や
、
従
っ
て
現
買
の
鴬
替
麗
動
を
説
明
し
得
な
い
。

こ
〉
に
従
来
の

居
対
替
心
理
説
の
主
張

七
六
九

第
六
披

第
一
二
十
五
巻

ibid.， p，.eface， p. V. 
ibid.， Preface， P. VI-Vlr. 
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鴛
替
心
理
読
の
主
張

第
三
十
五
巻

第
六
披

凶

七
七
O

理
論
の
挟
陥
が
あ
る
左
い
ふ

G

『
発
替
に
関
し
て
行
は
る
λ

多
〈
の
理
論
は
、
震
々
有
力
に
鴛
替
に
働
〈
所
の
一
要
素
の
重
要
を
明
ら
か
に
し
た
功
蹟
は
あ
る
。
け
れ

E
も
こ

れ
b
は
骨
子
の
動
動
を
骨
ド
び
の
一
品
官
官
の

f
f
r
白
町
山
崎
即
わ
る
か
鉄
骨
む
一
一
小
し

U
ゐ
ゎ
。
従
ワ
て
そ
の
た
め
に
び
れ
ら
の
理
論
は
、
わ
れ
/
¥

が
多
年
に

b
た
り
て
惜
験
し
た
長
期
白
困
難
な
僑
替
経
験
に
和
げ
る
諸
事
貸
と
の
矛
盾
に
衝
突
す
る
こ
と
が
屡
々
あ
る
o
』

然
る
に
他
方
に
お
い
て
、
日
々
の
鶏
替
盤
動
に
直
面
す
る
貫
際
家
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
時
そ
の
時
に
相
場
を
動

か
す
要
素
の

一
つ
/
¥
に
眼
を
奪
は
れ
て
、

こ
れ
ら
の
統
一
的
説
明
を
求
め
ゃ
う
と
は
し
な
い
。
従
っ
て
そ
こ
に

は
少
な
か
ら
ぬ
説
明
の
不
備
と
前
後
の
臨
臨
を
凍
ー
に
し
、
併
も
そ
れ
ら
の
聞
の
調
和
を
求
め
ゃ
う
と
も
し
な
い
と

和;(
向

め

か
く
し
て
事
買
を
十
分
に
設
明
し
え

5
る
理
論
と
、
理
論
に
ま
で
統
一
し
え
ぎ
る
事
賓
と
、

か
ら
敢
授
の
問
題
は
出
後
す
る
。

こ
の
二
つ
の
封
立

『
鴛
替
に
闘
す
る
理
論
と
賞
際
と
の
聞
に
様
た
は
る
と
の
封
立
は
、
泣
く
べ
か

b
ぎ
る
一
の
必
然
を
一
示
す
も
の
で
あ
ら
う
か
0
・

す
る
危
蹴
の
少
な
い
統
一
的
な
一
の
理
論
を
構
成
す
る
ζ

と
は
出
来
な
い
も
の
か
?
主
た
若
し
ζ

れ
b
の
事
賓
が
よ
り
積
雑
な
一
の
理
論
に
導

〈
と
す
れ
ば
、
わ
れ
/
¥
は
種
々
の
要
素
を
完
全
な
聯
絡
に
お
い
て
総
令
し
、
そ
れ
、
b
を
一
の
論
理
的
綜
合
に
お
い
て
基
礎
づ
け
る
宇
う
に
、
種

々
の
要
素
を
統
一
す
る
必
要
を
免
れ
う
る
で
あ
U

う
か
?
と
れ
こ
そ
探
求
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
』

諸
事
貸
主
矛
盾

か
く
し
て
数
授
は
圃
際
貸
借
設
以
下
の
主
な
る
鴻
替
理
論
を
槍
討
し
、
最
後
に
積
極
的
主
張
と
し
て
の
鴬
替
心

理
読
を
提
唱
す
る
。
以
下
敷
授
の
検
討
の
順
序
に
従
っ
て
、
そ
の
主
張
を
明
ら
か
に
し
て
行
か
う
左
思
ふ
。

二
、
圏
際
貸
借
設
の
批
判
と
し
て
の
心
理
説

ibid.， P. 25"目

ibid.， p. 250-251. 
5) 
6) 



圃
際
貸
借
設
(
叶

F
Zユ
白
色
町

E
E一
己
目
白
色
町
田
町
O
B℃
丹
冊
目
)
は
敢
授
に
従
へ
ば
三
つ
の
原
理
に
根
壊
す
る
。
第
二

、
、
、
、

震
替
相
場
は
一
一
般
の
需
給
法
則
に
従
っ
て
盤
勤
す
る
。
第
一
一
、
震
替
相
場
は
鴻
替
の
需
給
敷
量
に
依
存
す
る
。
第

三
、
震
替
相
場
は
圃
際
聞
の
貸
借
差
額

(
E
E
F
z
n刊
己
目
印
門
司
2
2
2
m円
仏
注
目
出
)
郎
ち
圃
際
貸
借
(
ピ

z-sn日

仏
2
2
5勺
門

2
)
に
依
存
す
る
。

と
こ
ろ
で
圃
際
貸
借
誌
の
信
奉
者
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
第
一
原
理
か
ら
第
一
一
へ
、
第
こ
か
ら
第
三
へ
の
進
行
は
、

金

t
自
明
の
こ
と
〉
し
て
無
反
省
に
謹
め
ら
れ
て
ゐ
る
炉
、
教
授
に
従
へ
ば
こ
の
進
行
は
し
か
く
自
明
の
も
の
で

は
な
い
。
従
っ
て
こ
の
説
は
最
初
の
出
後
貼
と
は
全
く
離
れ
に
結
論
|
|
闘
際
貸
借
説
1

1

に
到
達
し
て
ゐ
る
。

か
く
し
て
こ
の
誌
は
第
二
の
原
理
に
お
い
て
震
替
需
給
の
数
量
を
、
第
一
一
一
の
原
理
に
お
い
て
国
際
貸
借
の
数
量
を

鴻
替
費
動
の
要
素
と
な
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
敷
量
的
要
素
に
あ
る
。
従
っ
て
之
を
免
替
数
量
読
(
叶
広
三
一
向

門
-EHmm)
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
石
。
こ
〉
に
此
の
設
の
一
の
快
陥
が
臨
胎
す
る

k
い
ふ
。

《
』

zhw
ロ円一円白巴〈町内山己

こ
の
設
は
貨
幣
制
度
の
安
定
せ
る
戦
前
の
鴻
替
相
場
に
謝
し
て
は
、
大
な
る
矛
盾
な
〈
之
を
説
明
し
う
る
か
の

如
〈
恩
は
れ
た
が
、
戦
後
の
紙
幣
圃
間
に
あ
っ
て
は
、
圃
際
貸
借
は
必
や
し
も
震
替
相
場
麗
動
の
要
素
と
は
な
ら

な
い
。
例
へ
ば
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
貸
借
は
一
九
二
四
年
お
よ
び
二
五
年
に
お
い
て
、
開
戦
以
来
の
何
れ
の
年
よ
り

も
良
好
で
あ
っ
た
に
拘
ら
守
、
鴻
替
相
場
は
こ
の
雨
年
に
お
い
v

て
最
も
著
し
く
フ
ラ
ン
の
下
落
を
示
し
て
ゐ
る
。

た
Y
こ
の
一
例
を
も
っ
て
す
る
も
、
こ
の
読
が
戦
後
の
事
貫
と
矛
盾
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

k
い
ふ
。

然
ら
ば
こ
の
矛
盾
は
何
故
か
?
い
ふ
ま
で
も
な
く
闘
際
貸
借
設
の
有
す
る
種
々
の
扶
陪
に
由
来
す
る
。

い
・
ま
ヲ
』

居
用
替
心
理
設
の
主
張

第
三
十
五
巻

七
七

第
六
競

玉ー

Afta1ion， A.， M叫 maiel，Prix et Change， :[927， P・"'51.
ibid.， p. 252 
ibid.， p. 252-253・
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七

七

二

第

六

貌

の
暁
陥
の
主
要
な
る
も
の
と
し
て
数
授
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
は
、
第
一
に
こ
の
設
は
量
的
要
因
(
F円

E
5
A
E口広

I

E-P)
の
中
の
た
Y

一
っ
そ
採
り
あ
げ
る
に
過
ぎ
な
い
。
第
二
に
こ
の
誌
は
質
的
要
因
(
宵
門
2
「
印
宮
山
口
gtp)
の

居
坤
替
心
理
説
の
主
張

第
三
十
五
巻

二
六

緯
て
を
看
過
し
て
ゐ
る
、
と
い
ふ
に
あ
る
。
な
ほ
こ
の
外
に
国
際
貸
借
設
の
難
貼
と
し
て
、
謂
ふ
と
こ
ろ
の
国
際

貸
借
な
る
も
の
は
、
概
念
上
に
お
い
て
も
事
質
上
に
お
い
て
も
、
必
中
し
も
明
確
な
る
色
の
で
な
い
こ
3

と
を
指
摘

す
る
。
左
に
こ
れ
ら
の
諸
賭
に
閲
す
る
教
授
の
主
張
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
一
に
国
際
貸
借
な
る
概
念
は
必
中
し
も
明
確
で
は
な
い
。
教
授
に
従
へ
ば
之
に
類
似
の
概
念
に
一
ニ
種
の
別
が

巳巾
u
n
o
口
ぷ
〕
昨
日
)
師
ち
貸
借
差
額
勘
定
-T
あ
り
、

あ
る
c

一
は
間
有
の
意
味
に
お
け
る
国
際
貸
借

‘.、.

プ
ラ
ユ
・
マ
イ
ナ
ス
の
差
額
は
常
に
存
在
す
名
。
一
一
は
決
構
終

h
!
?
N
J
-
J
3
3
p
 

'ー
:
S
F
P
C
-
r
r

期
間
に
成
立
す
る
貸
借
関
係
の
封
照
で
あ
る
か
ら
、

、.、.、.

額
勘
定
(
切
と

E
B
Fと
巾
仏
2
1
m
F
2
2
2
)
と
も
言
ふ
べ
く
、

、
、
.
、
.
、
、
.
、

ら
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
は
常
に
平
均
す
る
。
三
は
決
棒
組
額
勘
定
吉
弘
E
R
g
g一白色町印

一
定
期
間
の
最
後
に
決
持
さ
れ
る
額
で
あ
る
か

『

b
m
Eロ
g
g
)
と
も
言

ふ
ベ
〈
一
定
期
間
の
組
週
中
に
決
掛
さ
れ
七
る
組
額
で
あ
る
か
ら
、

す
る
。
と
こ
ろ
で
後
の
二
者
は
貸
借
常
に
平
均
す
る
か
ら
、
敢
授
に
従
へ
ば
か
く
の
加
き
決
樺
勘
定
は
、
震
替
相

こ
れ
ま
た
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ヌ
は
常
に
平
均

場
の
上
に
は
何
等
の
影
響
を
も
奥
へ
得
な
い
。
従
っ
て
鴬
替
に
と
り
意
義
を
も
ち
得
る
の
は
、
一
二
者
の
う
も
第
一

の
意
味
に
お
け
る
園
際
貸
借
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
“
然
る
に
こ
の
意
味
の
国
際
貸
借
で
は
、
貸
借
の
差
額
は
常
に

存
在
す
る
が
、
他
の
重
要
な
る
要
素
こ
と
に
費
本
の
移
動
を
逸
す
る
こ
と
〉
な
名
。

第
二
に
事
買
上
の
困
難
と
は
何
か
?

す
で
に
戦
前
か
ら
問
題
と
さ
れ
る
所
の
貿
易
外
勘
定
の
評
債
の
困
難
は

ibid.， p. 256. 
ibid.， p. 2;8， 259 
ibid.， p. 259-260. 
ibid.， p. 26，. 
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姑
ら
く
別
と
す
る
も
、

い
ま
問
題
と
す
る
戦
後
の
ゑ
替
動
揺
時
代
に
あ
っ
て
は
、
震
替
の
動
揺
そ
の
こ
と
が
貸
借

勘
定
の
債
額
決
定
を
不
可
能
な
ら
し
め
あ
。
別
言
せ
ば
震
替
動
揺
の
原
因
と
し
て
の
闘
際
貸
借
が
、
却
っ
て
鴬
替

動
搭
の
結
果
と
し
て
決
定
3
れ
る
と
い
ふ
矛
盾
に
陥
る
。

第
三
に
圃
際
貸
借
設
の
重
大
な
る
棋
陥
と
し
て
指
摘
さ
る
〉
黙
は
、
こ
の
設
が
軍
一
の
骨
骨
密
帝
を
見
る
に
止

ま
り
、
他
の
重
要
な
る
量
的
要
素
を
逸
せ
る
に
あ
る
。
国
際
貸
借
の
概
念
に
関
聯
し
て
論
や
る
加
〈
、
震
替
路
環
動

の
上
に
意
味
を
有
す
る
の
は
、
常
に
貸
借
差
額
を
有
す
る
も
の
で
な
付
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、

ぞ
れ
が
差
額
を
有
す
る

:
?
と
式

amら
奇
松
・
乃
惨
劫
K
M鴨
閣
内
宇
る
こ
と
P
わ
り
.
こ
ろ

E
匹
J
5
Z
一
弘
向
、
匹
長
FAr-

眠
時
ノ
f-
土
、
に
I
I
η
毒
事

1
1
1
7
;
(
1
l
i
f
-
-
1
w
〈

L
i
-
-
t
d
a
f
f
y
-

一

-
T
{
4一4
1
1
1
l

イ

l
u
-
-

盤
動
は
理
解
3
る
べ
〈
も
な
い
。

こ
と
に
戦
後
の
潟
替
動
揺
に
際
し
で
は
、

調
は
ゆ
る
資
本
の
逃
避

(
T
E
0
5

ユ
巾

2
℃
一
押
さ
と
が
盛
ん
に
行
は
れ
て
震
品
債
を
左
右
す
る
こ
と
が
多
い
。
併
も
是
等
の
資
本
の
移
動
を
包
含
せ
し
む

る
と
き
は
、
前
越
の
如
〈
決
構
勘
定
と
な
っ
て
貸
借
は
平
均
し
て
了
ふ
。
従
っ
て
矯
替
費
動
に
と
っ
て
は
全
〈
無

意
味
と
な
る
と
言
ム
。

第
四
に
最
も
重
要
な
る
快
陥
は
、
園
際
貸
借
設
が
軍
な
る
矯
替
数
骨
一
世
な
る
賠
に
あ
る
。
敬
授
に
従
へ
ば
、
震

替
を
動
か
す
要
素
に
は
、
量
的
要
素
の
外
に
質
的
要
素
が
あ
る
。
例
へ
ば
プ
ラ
ン
に
劃
す
る
一
般
的
柴
観
の
行
は

る
〉
場
合
と
悲
観
の
場
合
と
に
よ
っ
て
、
岡
際
貸
借
お
よ
び
そ
の
決
持
勘
定
は
何
等
費
動
な
く
止
ま
り
得
る
と
し

て
も
、
フ
ラ
ン
相
場
持
後
の
場
合
に
暴
落
を
来
す
こ
と
あ
り
う
べ
く
、
そ
れ
は
『
矯
替
の
買
手
お
よ
び
買
手
の
心
的

傾
向
(
岳
山
吉
田
一
巳
C
2目

ι
に
よ
る
。
殊
に
こ
の
質
的
要
素
を
無
現
す
る
こ
と
は
斗
健
買
な
る
貨
幣
国
聞
の
潟
替
の
場

居
用
替
心
理
設
の
主
張

第
三
十
五
巻

七
七
三

第
六
披

七

ibio.， p. 253-255 
ibid.. p. 260-261. 

ibid.， p. 263・

8) 
9) 
10) 



鴛
替
心
理
説
の
主
張

第
三
十
五
巻

第
大
赦

七
七
四

ニ
八

合
に
は
重
大
な
る
映
陥
と
は
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
紙
幣
闘
の
鴬
替
に
と
っ
て
は
、
国
際
貸
借
に
合
ま
れ
な
い
他

の
量
的
要
因
こ
と
に
質
的
要
因
が
極
め
で
重
要
な
る
投
割
を
演
十
る
か
ら
、
園
際
貸
借
の
理
論
は
、
た
Y
之
の
み

に
よ
る
矯
替
盤
動
の
説
明
と
し
て
は
、
支
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
は
れ
L
』
と
結
論
す
る
。

三
、
購
買
力
平
慣
説
の
批
判
と
し
て
の
心
理
説

岡
際
貸
借
設
は
戦
前
の
矯
替
理
論
な
る
に
封
し
、
購
買
力
卒
慣
設
は
戦
後
の
渇
替
理
論
の
う

L
最
も
名
韓
あ
る

も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
こ
の
説
は
果
し
て
戦
後
の
矯
替
事
賢
を
十
分
に
説
明
し
う
る
か
?

散
授
は
ア
ラ
ジ
ス
の

事
責
と
照
合
し
て
之
を
否
定
す
る
。
例
へ
ば
一
九
一
九
年
の
悌
米
物
債
の
比
と
震
替
相
場
と
を
見
あ
に
、

一
月
に

は
鴻
替
は
購
買
力
比
債
に
比
し
遥
か
に
下
廻
っ
て
ゐ
る
が
、
九
・
十
・
十
一
月
に
は
ほ
ヲ
こ
れ
に
接
近
し
、
十
二
月

に
は
反
劃
に
運
か
に
上
位
に
出
て
ゐ
る
と
い
ん
。
言
ふ
ま
で
も
な
く
之
は
購
買
力
卒
債
の
有
す
る
種
々
の
映
陥
に

錦
せ
ら
れ
る
。

購
買
力
平
債
設
の
快
陥
は
、
敢
授
に
従
へ
ば
、
恰
か
も
前
の
園
際
貸
借
詫
の
快
陥
と
反
曹
の
極
に
立
っ
て
ゐ
名
。

之
を
抽
象
的
に
概
言
せ
ば
、
こ
の
設
で
は
第
一
に
専
ら
質
的
要
因
の
み
を
見
て
量
的
要
因
を
金
一
く
看
過

ιて
ゐ
る
。

第
二
に
そ
の
質
的
要
因
も
ま
た
総
て
を
包
含
せ
や
、
た
Y

そ
の
一
要
素
を
の
み
見
て
ゐ
る
と
い
ふ
に
あ
L
u
購
買

カ
卒
債
誌
は
普
通
に
は
貨
幣
敷
量
設
に
立
つ
も
の
と
考
へ
ら
れ
、
従
っ
て
量
的
要
素
を
重
親
す
る
と
見
ら
る
、
に

拘
ら
争
、
数
授
に
お
い
て
は
そ
れ
は
会
〈
質
的
要
素
を
の
み
見
る
も
の
左
考
へ
ら
れ
る
。
何
故
か
と
言
ふ
に
、
数

ihid.， p. 264-265・
~ftalion ， A.， Monnaie， Prix et Change， 192'7， P四 p.:280. 
ihid p. 275-277・2) 



授
に
従
へ
ば
『
そ
れ
は
潟
溝
口
相
場
を
し
て
番
手
形
の
止
に
依
存
せ
し
な
る
か

b
で
あ
る
。
而
も
こ
の
購
買

力
を
有
す
る
と
い
ふ
鴬
替
の
性
質
は
、
後
に
論
や
る
如
〈
必
中
し
も
魚
替
の
有
す
る
唯
一
の
性
質
で
は
な
い
。

第
一
に
指
摘
さ
る
〉
挟
陥
は
、
物
債
と
矯
替
と
の
開
係
に
闘
す
る
こ
の
設
の
因
果
顛
倒
に
あ
る
。
震
替
が
購
買

力
平
債
に
よ
っ
て
決
定
さ
る
〉
と
い
ふ
こ
の
読
で
は
、
ル
w骨
が
先
で
あ
り
本
で
あ
り
悶
で
あ
っ
て
、
倉
北
ザ
は
後
で

あ
り
末
で
あ
り
果
で
あ
る

J

然
る
に
教
授
に
従
へ
ば
反
曹
に
震
替
が
原
因
と
な
っ
て
物
慣
が
動
か
さ
れ
る
。
た
と

び
矯
替
相
場
が
購
買
力
平
慣
と
一
致
す
る
傾
向
ほ
め
つ
亡
と
し
て
も
斗
そ
れ
は
矯
替
が
結
局
こ
の
平
慣
に
従
ふ
か

ら
で
は
な
く
閣
内
物
慣
が
錦
替
に
従
ふ
小
川
ら
で
あ
Lο
』
別
言
せ
ば
『
矯
替
は
こ
の
平
偵
の
下
抽
併
に
る
代
h
J
に、

そ
の
主
人
止
な
っ
て
京
市
芯
。
従
っ
て
こ
の
卒
憤
設
は
、
魚
替
相
場
の
卒
準
を
説
明
し
且
つ
獲
動
を
説
明
す
る
一
の

理
論
を
成
す
こ
と
は
出
来
な
れ
。
』
と
い
ふ
。
教
授
は
こ
の
こ
と
を
一
九
二
二
年
乃
至
一
九
二
六
年
の
フ
ラ
ン
相
場

に
よ
っ
て
貫
謹
す
る
。

第
二
の
棋
附
は
、
『
こ
の
平
慣
説
が
、
外
国
魚
替
の
慣
値
評
慣
に
影
響
す
る
質
的
要
闘
の
う
も
購
買
力
以
外
の
も

の
e

伊
忌
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
諜
謬
を
も
ハ
ペ
』
黙
に
あ
る
。
『
多
〈
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
外
国
矯
替
は
購
買
力
と
は
金

〈
異
な
る
他
の
も
の
を
現
は
わ
。
』
例
へ
ば
鴻
替
投
機
・
費
本
逃
避
・
外
債
償
還
の
如
き
是
で
あ
品
。
こ
れ
ら
の
目

的
よ
り
外
国
貨
幣
を
購
買
す
る
も
の
は
、
そ
れ
を
も
っ
て
更
に
外
園
商
品
全
買
ふ
も
の
に
あ
ら
や
、
従
っ
て
そ
の

外
聞
幽
貨
幣
の
購
買
力
如
何
は
、
何
ら
直
接
の
問
題
と
は
な
り
得
な
い
。
然
る
に
購
買
力
平
債
設
で
は
、
す
べ
て
の

外
幽
貨
幣
を
購
買
力
と
し
て
用
ふ
る
の
前
提
に
立
っ
て
ゐ
る
。

鴛
替
心
理
説
白
主
張

第
六
時
踊

第
三
十
五
巻

二
九

七
七
五

ibid.， p. 272. 
ibid.， p. 280. 
ibid. P・279・
iuid.， p. 279・
ibid.， p. 281. 
ibid.， p. 281 
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暦
用
替
心
理
説
の
主
張

第
三
十
五
巻

七
七
六

第

ーー、 六
般、競
商、
口、=
日日・

に、)

古島}、
す、
。、

第
三
に
か
り
に
こ
の
要
凶
ぞ
重
親
す
る
と
し
て
も
、
購
買
力
平
債
設
に
い
ふ
購
買
カ
は
、

↓
船
購
買
か
で
あ
る
。
然
る
に
『
経
持
の
現
買
を
成
す
も
の
は
、
特
定
生
骨
蜘
の
骨
秒
で
あ
る
。
人
一
か
矯
替
を
買
ふ

の
は
、
ぞ
れ
の
賛
ら
す
一
般
購
買
力
ぞ
得
る
た
め
で
は
な
く
、
た
だ
特
定
生
産
物
の
代
債
を
支
梯
ふ
た
め
で
あ
る
。

そ
こ
で
人
が
外
圃
貨
幣
を
支
梯
ふ
に
至
る
所
以
は
、
何
れ
の
人
に
と
つ
で
も
J

一
国
聞
の
物
慣
平
準
の
一
般
的
相
違

山
依
存
す
る
も
の
で
は
な
い
、
彼
れ
の
買
は
ん
と
寸
る
特
定

p
p
wの
船
田
和
か
桁
達
に
依
存
す
る
も
の
で
め
わ

o
h

第
四
に
購
買
力
平
債
読
の
主
張
は
、
日
々
の
錫
替
相
場

(
2
2
m
m
門

OCEる
や
-
之
に
よ
っ
て
詫
明
ぜ
ん
と
す
る

じ
め
ら
引
F
h

村
尚
じ
お
い
て
斜
替
相
場
の
務
ち
り
十
ん
と
す
る

44
郡も

町
+
h
J

鋪
轄
の
一
』
前
相
場
令
官
よ
れ

2
5巳
)

を
説
明
せ
ん
と
す
る
に
あ
る
。
な
る
ほ
ど
日
々
の
相
場
が
購
買
力
卒
債
に
一
致
せ

e
さ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

け
れ
ど
も
之
を
正
常
相
場
と
し
て
見
る
時
は
、
時
に
は
甚
だ
し
く
之
か
ら
偏
椅
す
る
こ
と
は
め
っ
て
も
、
大
韓
に

お
い
て
は
雨
者
が
絶
え
予
相
近
づ
か
ん
と
す
る
傾
向
は
あ
Z
。
然
ら
ば
こ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
購
買
力
平
信
設

は
支
持
さ
れ
う
る
か
?
『
貨
幣
の
劃
内
購
買
力
と
封
外
購
買
力
左
の
不
同
は
、

一
般
に
は
極
端
と
は
な
っ
て
来
な

ぃ
。
し
か
も
そ
れ
に
も
拘
ら
争
、
購
買
力
平
債
は
鴻
替
相
場
の
法
則
で
は
な
い
。
矯
替
相
場
に
依
存
し
て
そ
れ
と

共
に
麗
動
す
る
の
が
、
こ
の
平
償
そ
の
も
の
で
あ
答
。
』
『
購
買
力
平
債
設
の
支
持
者
は
、
之
宏
も
っ
て
正
常
錯
替

の
理
論
で
あ
っ
て
日
常
潟
替
の
理
論
で
は
な
い
と
す
る
。
け
れ

E
も
こ
の
平
債
は
正
常
靖
替
の
法
則
と
し
て
も
認

め
ら
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
左
思
は
れ
る
。
と
い
ふ
の
は
こ
の
卒
債
そ
の
も
の
が
鴬
替
の
結
果
と
な
り
う
る
か
ら

で
あ
る
。
而
し
て
後
に
論
謹
す
る
如
〈
、
紙
幣
制
度
の
下
に
あ
っ
て
は
、
震
替
の
正
常
水
準
の
存
在
は
、
之
を
否

ibid目， p. 281-282. 
ibid.， p. 282-283 
ibid.， p. 287・

)
)
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定
す
る
こ
と
が
出
来

L
』
と
主
張
す
る
。
要
す
る
に
敢
授
に
あ
っ
て
は
、
鶏
替
相
場
は
多
〈
の
質
的
お
よ
び
量
的

要
素
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
そ
の
ゑ
替
相
場
が
貨
幣
の
購
買
力
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
か
ト
、
購
買
カ
卒
債
設
は

本
末
顛
倒
の
設
に
外
な
ら
ぬ
こ
と
に
〉
な
る
。

以
上
に
お
い
て
従
来
の
主
要
な
る
二
つ
の
潟
替
理
論
を
検
討
し
た
。
要
す
る
に
『
圃
際
貸
借
設
は
矯
替
の
量
的

野
酌
の
側
か
ら
説
明
せ
ん
と
す
る
が
、
そ
の
綿
て
を
採
り
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し
て
ゐ
な
い
。
購
買
カ
卒
債
設
は

鴻
替
の
質
的
要
酌
じ
淀
頭
す
る
が
、
そ
の
緯
て
や
}
伺
〕
合

J

せ
し
め
て
ゐ
な
い
。
一
の
完
全
な
る
説
明
に
到
達
す
る
た

枕
仁
川
判
、
乙
れ
ら
一

C
t
u
到
一
吋
聞
を

1
1
J
1
1
;仙
石
一
ペ

ι開
請
仁
岩
根

J
K
J
Z
U
E
吋

J
t
f
J
t
t
h
L
P
¥

戸
川
跡
除
勧
酌
か
わ
め
勝
目
舟
か
骨
骨
心
掛
か
の
み
な
ら
で
瓦
に
こ
の
二
つ
の
理
誌
が
看
過
し
た
骨
骨
が
よ
約
一
骨
骨

ん
い
ん
町
一
川
紗
わ
ん
い
野
臥
町
山
一
勝
"
の
所
の
理
論
で
な
け
れ
ば
な
ら
品
。
』

こ
〉
か
ら
教
授
の
積
極
的
主
張
が
生
れ
出
る
わ

げ
で
あ
る
。

回
、
鷺
替
の
心
理
的
根
撮

わ
れ
/
¥
が
外
園
貨
幣
に
調
し
て
債
格
を
支
掛
ふ
は
何
故
か
、
こ
の
外
国
貨
幣
の
債
格
は
何
に
依
存
す
る
か
P

別
言
せ
ば
外
国
第
替
が
一
定
の
債
格
を
有
す
る
は
何
故
か
?

カ
ツ
セ
M
Y

教
授
の
購
買
力
卒
債
設
で
は
、
ぞ
れ
は

外
国
貨
幣
が
購
買
力
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
ア
プ
タ

y
オ
シ
敬
授
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
は
自
国
貨
幣
に

お
け
る
と
同
じ
く
、
『
そ
の
媒
介
に
よ
っ
て
得
ら
れ
石
?
と
了
解

(
g
z
E「
巾
)
し
て
ゐ
る
満
足
に
依
存
し
、
ぞ
れ
に
よ

居
周
替
心
理
読
の
主
張

第
六
時
蜘

第
三
十
五
巻

七
七
七
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第
三
十
五
巻

第
占
ハ
就

七
七
八

骨
片
替
心
理
説
の
主
張

っ
て
期
伶

(
E
2
2
し
て
ゐ
る
も
の
に
依
存
す
九
o
』
而
し
て
こ
の
外
国
貨
幣
に
劃
し
て
支
一
明
ふ
も
の
は
自
国

貨
幣
で
あ
る
か
ら
、
之
は
ま
た
究
の
如
〈
に
言
は
れ
う
る
。
『
わ
れ
/
¥
が
外
園
貨
幣
に
劃
し
て
支
梯
ふ
こ
と
を
承

認
す
る
債
格
は
、
:
:
:
二
橋
の
貨
幣
に
劃
し
て
期
待
す
る
も
の
〉
比
例
に
依
存
す
る
』
と
。

第
二
質
的
要
素
。
然
ら
ば
外
国
貨
幣
に
期
待
す
る
も
の
は
何
か
?

な
る
ほ
ど
そ
れ
の
も
つ
購
買
力
も
ま
た

確
か
に
そ
の
一
つ
に
は
相
違
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
購
買
力
卒
債
設
に
い
ふ
が
如
き
一
般
商
品
に
封
す
る
一
般

購
買
力
で
は
な
く
、
特
定
商
品
に
封
す
る
特
殊
購
買
力
の
期
待
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
一
般
購
買
力
た
る
と
特
殊
購

、

、

、

、

、

、

、

.

、

、

w
p
y
す
す
い
と

E
rず
印
h
r
i
J
q
t
吃
ず
し
仁
ト
k
応
仁
一
一
一

t
u一府中川

J

山
口
↑
男
議
カ
d

t

z
、

tド

k
h
q
/
h
M
伺
化
布
市
仁
ザ
-
オ

yo
仰
川
町
-urm仙

の
中
に
這
入
っ
て
ゐ
る
』
と
数
授
は
主
張
す
る
。

、、

総
し
な
が
ら
外
国
貨
幣
に
劃
す
る
期
待
は
、
必
宇
し
も
そ
・
の
購
買
力
に
限
ら
る
〉
も
の
で
は
な
い
。
第
二
に
之
を

、
、
、
、
、

も
っ
て
外
債
の
支
榔
に
充
て
る
場
合
に
は
、
外
国
貨
幣
の
購
買
力
は
何
等
直
接
の
問
題
と
は
な
ら
な
い
。

た
け
〉
こ

の
場
合
に
も
そ
の
外
国
貨
幣
に
修
何
の
債
格
を
支
梯
ふ
べ
き
か
、
部
ち
如
何
な
る
矯
替
相
場
に
よ
る
べ
き
か
は
.

外
債
償
還
の
重
要
さ
に
到
す
る
評
慣
に
依
存
す
る
か
ら
、
散
授
に
従
へ
ば
こ
れ
ま
七
質
的
要
素
の
一
つ
で
あ
ふ
。

第
三
の
質
的
要
素
は
戦
後
こ
と
に
盛
ん
に
行
は
る
〉
矯
替
投
機
で
あ
る
。
言
ふ
ま
で
も
な
〈
投
機
は
震
替
の
将

来
に
劃
す
る
個
人
的
評
債
に
従
っ
て
責
買
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
心
理
的
根
醸
に
立
つ
質
的
要
素
で
あ

る
こ
と
は
疑
な
い
。
而
し
て
矯
替
動
揺
時
代
に
あ
っ
て
は
、
園
際
商
業
そ
の
も
の
が
投
機
的
性
質
を
お
び
て
、
貨

幣
購
買
力
の
比
較
は
、
震
替
の
崎
市
来
に
封
す
る
評
骨
を
加
ふ
る
こ
と
h

な
り
、
こ
の
評
債
が
更
に
商
業
活
動
の
上

Aftalion， A.， Monnaie， Prix et Chang(;'， 19:q・p‘291
ibirl.; p. 291. 
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に
、
外
債
償
還
の
時
期
お
よ
び
債
格
の
上
に
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
冶
な
ム
。

最
後
に
貨
幣
債
値
の
崎
市
京
市
に
劃
す
る
評
債
に
は
、
更
に
財
政
的
立
法
の
負
擢
を
逃
れ
ん
と
す
る
希
望
、
こ
と
に

最
近
に
は
貨
幣
債
値
の
下
落
そ
の
も
の
を
逃
避
せ
ん
L
』
す
る
希
望
も
密
接
な
る
開
係
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
は

外
幽
貨
幣
に
劃
す
る
期
待
は
、
負
強
ま
た
は
下
落
に
よ
ろ
損
害
の
避
難
所
た
る
に
あ
ふ
。

第
二
、
量
的
要
素
。
右
に
過
ぷ
る
が
如
〈
外
凶
怨
替
に
封
す
る
個
人
的
許
慣
に
入
り
来
る
多
〈
の
質
的
要
素
念

あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
け
れ
ど
色
こ
の
個
人
的
評
債
は
同
時
に
ま
た
量
的
要
素
に
も
依
存
す
る
。
何
故
か
と
い

ふ
に
各
人
の
一
件
慣
は
、
限
界
放
用
説
に
従
っ
て
、
最
後
の
外
凶
貨
幣
間
単
位
に
潤
ず
る
期
海
に
以
存
し
、
h
J
一
法
語
要

、

.

、

.

、

.

、

.

敷
量
お
よ
び
供
給
数
量
の
増
減
に
感
じ
て
費
動
す
あ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
馳
に
閲
す
る
数
授
の
主
張
は
択
の
一
文

に
明
ら
か
で
あ
る
。

『
総
て
の
人
々
に
お
い
て
、
そ
こ
に
は
弗
の
量
的
増
加
に
照
醸
し
て
低
下
す
る
評
債
の
段
階
が
あ
り
、
需
専
き
る
A

単
位
白
一
量
的
増
加
に
照
臆
し

て
需
要
債
格
の
低
下
ナ
る
曲
線
が
あ
る
。
併
し
な
が
ら
こ
叩
段
階
の
各
階
に
お
い
て
、
こ
の
曲
線
白
各
匙
に
お
い
て
、
人
が
そ
の
単
位
取
に
封
し

て
支
挽
』
こ
と
を
承
認
ナ
る
債
格
は
、
彼
が
そ
白
最
後
白
単
位
に
期
待
す
る
所
の
も
白
に
依
存
す
る
戸
か
』

そ
れ
故
に
こ
の
需
要
曲
線
は
人
に
よ
っ
て
異
り
時
に
よ
っ
て
異
る
。
「
け
れ
ど
色
各
E
の
個
人
に
と
り
、
各
1
の

瞬
間
に
お
い
て
、
外
園
貨
幣
に
劃
す
る
彼
れ
の
評
債
は
、
彼
れ
が
獲
得
す
る
最
後
の
輩
位
に
期
待
す
る
所
の
も
の

に
依
存
す
る
]
。
い
ま
こ
の
量
的
要
素
を
構
成
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
姑
ら
〈
後
の
問
題
と
し
、
少
〈
と
も
量
的
要

素
が
需
要
曲
線
の
媒
介
に
よ
っ
て
、
潟
替
評
債
の
上
に
重
要
な
枝
割
を
演
十
る
と
な
す
主
張
は
、
之
に
よ
っ
て
明

居
周
替
心
理
説
の
主
張

第
三
十
五
巻

七
七
九

第
六
披
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然
替
心
理
設
の
主
張

第
三
十
五
巻

第
六
披

四

七
八

O

ら
か
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
は
か
〈
の
如
き
量
的
要
素
の
重
視
に
拘
ら
争
、
之
を
鴬
替
心
理
設
と
帯
し
て
、
特
に
心
理
的
根
懐

こ
の
賠
に
閲
す
る
敢
授
の
主
張
は
次
の
如
〈
で
あ
る
。

『
か
〈
の
如
、
曹
が
各
個
人
に
と
ヲ
て
の
外
岡
貨
幣
の
債
値
の
根
擦
で
あ
る
。
己
の
根
擦
に
は
質
的
要
素
と
量
的
要
素
と
が
入

P
、
且
つ
結
合
し
て

ゐ
る
。
そ
れ
は
恰
か
も
商
品
償
値
目
根
擦
に
和
け
る
効
用
お
よ
び
稀
少
と
同
じ
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
量
的
に
一
定
せ
る
も
の
は
、
た

Y
最
後
の

単
位
の
僚
値
の
決
定
に
関
興
す
る
に
過
ぎ
ず
、
而
か
も
そ
れ
に
は
す
で
に
評
僚
が
前
提
さ
れ
て
ゐ
る
。
ぞ
れ
故
に
或
る
意
啄
に
お
い
て
は
、
根
抵

、

に
-
布
い
て
人
は
た

Y
評
債
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
即
ち
外
園
貨
幣
の
債
値
の
最
後
の
根
擦
は
、
組
て
の
商
品
の
債
値
に
お
げ
る
と
同
じ
〈
、
本

質
的
に
同
心
理
的
で
あ
る
と

ν
ふ
こ
と
が
許
さ
れ
る
o』

に
立
つ
と
な
す
は
何
故
か
P

之
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
る
如
〈
、
活
替
心
理
設
は
必
守
し
も
最
初
に
述
べ
た
忍
戦
後
の
矯
替
動
揺
の
事
買
よ
り

車
純
に
想
傑
せ
ら
る
う
が
如
き
皐
な
る
心
理
設
で
は
な
い
。
教
授
自
身
も
言
は
る
〉
如
〈
、
『
現
代
の
貨
幣
臨
時
相
に

照
ら
し
て
、
人
は
一
屡
1
謂
は
ゆ
る
心
理
的
要
素
、
信
認
、
諜
測
が
鴻
替
に
関
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
カ
設
す

る
。
併
し
な
が
ら
掛
川
替
が
そ
の
籾
搬
を
個
人
的
評
債
の
中
に
有
し
、
最
後
の
軍
位
の
詐
債
の
中
に
有
す
る
も
の
で

あ
る
と
い
ふ
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
心
理
設
と
考
へ
得
ら
る
冶
嬉
替
理
論
の
総
て
Y
め
ム
。
』

こ
冶
に
潟
替
の
心
理

的
根
諜
が
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
。

玉
、
震
替
の
日
常
相
場

然
ら
ぱ
問
題
は
、
か
〈
の
如
き
主
観
的
な
る
個
人
的
評
債
が
、

い
か
に
し
て
世
曾
的
な
る
震
替
の
日
常
相
場
と

ibid.， p. 295・
ibid.， p. zY5目
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な
り
う
る
か
に
あ
る
。
教
授
に
従
へ
ば
、
震
替
開
係
者
は
各
ー
そ
の
個
人
的
評
債
を
も
っ
て
市
場
に
出
る
。
詳
言

せ
ば
潟
替
需
要
者
は
各
ー
そ
の
個
人
的
評
債
の
需
要
曲
線
を
も
っ
て
、
濡
替
供
給
者
は
同
じ
く
ぞ
の
供
給
曲
線
を

も
っ
て
市
場
に
出
で
、
そ
こ
に
市
場
の
競
合
に
よ
石
軍
一
の
日
常
相
場
を
成
立
せ
し
か
る
と
い
ふ
。
帥
ち
『
個
人

的
需
要
お
よ
び
供
給
の
曲
線
は
、
市
場
に
お
い
て
統
合
さ
せ
ら
れ
る
。
ぞ
れ
ら
は
二
つ
の
集
合
的
な
大
曲
線
に
、

言
は
Y
綿
計
き
れ
る

0

・
:
・
市
場
の
軍
一
債
格
は
、
二
つ
の
曲
線
の
交
叉
す
る
動
、
卸
ち
一
定
の
債
格
に
お
い
て

需
要
き
る
〉
敷
量
と
、
同
じ
債
格
に
か
い
て
供
給
さ
る
〉
数
量
と
の
一
致
す
る
時
に
決
定
さ
れ
る
c
』
従
っ
て
こ

コ
占

z
F
r
.引
ar--
一
建
均
ノ
刀
く
〉
う
・
炉
〉
.
，

p

・f
s
s
n
R
7
Lト
、
。

じ
軍
出
合

H
J
M声
f

l
家
主

1
t
t
u
f
r
z
c
J一三
E

」
司

ovttfc
心

こ
の
場
合
に
問
題
の
質
的
要
素
か
よ
ぴ
量
的
要
素
は
、
如
何
な
る
意
味
に
か
い
で
こ
の
日
常
相
場
に
働
t
h
y
?

、
、
、
、
、
、
、
、

一
定
の
債
格
に
お
け
る
需
給
の
敷
量
に
依
存
す

日
常
相
場
は
翠
な
る
需
給
の
数
量
に
依
存
す
る
も
の
に
あ
ら
争
、

4
9
。
帥
ち
一
方
に
は
需
給
の
敷
量
、
他
方
に
は
需
給
の
債
格
に
依
存
す
る
。
前
者
は
帥
ち
量
的
要
素
を
な
し
、
後

者
は
質
的
要
素
を
な
す
。
こ
〉
に
債
格
が
質
的
要
素
を
な
す
所
以
は
、
数
授
に
お
い
て
は
そ
れ
が
結
局
に
お
い
て

個
人
の
許
債
に
基
づ
く
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
質
的
な
心
理
的
考
慮
却
も
矯
替
債
格
に
闘
す
る
考
慮
は
、
震
替
取
引
の
種
類
の
異
な
る
に
従
っ
て
、

甚

f
し
〈
そ
の
重
要
さ
を
具
に
す
る
。
之
が
最
も
重
要
な
投
割
を
演
中
る
の
は
、
震
替
投
機
・
お
よ
び
圃
際
投
資
の

場
合
で
あ
る
。
こ
れ
こ
の
場
合
に
は
、
震
替
需
給
の
数
量
は
、
買
は
始
め
か
ら
は
未
定
で
あ
っ
て
、
矯
替
相
場
の

如
何
に
よ
っ
て
そ
の
数
量
の
決
定
さ
れ
る
傾
向
が
極
め
て
強
い
か
ら
で
あ
る
凶

震
替
心
理
説
由
主
張

第
三
十
五
巻

第
六
披

五

七

i¥. 
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傍
替
心
理
説
の
主
張

第
三
十
五
巻

第
大
獄

....... ノ、

七
/1.. 

之
に
反
し
て
貿
易
上
お
よ
び
貿
易
外
の
原
因
よ
り
来
る
潟
替
の
需
給
は
、
鴻
替
相
場
の
如
何
に
拘
ら
や
、
政
支

ぎ
る
べ
き
数
量
は
一
躍
は
始
め
か
ら
議
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
こ
の
場
合
に
は
、
第
替
債
格
郎
ち
質
的
要
素
よ

り
も
、
寧
ろ
鴻
替
数
量
削
ち
量
的
要
素
が
よ
り
重
要
と
な
る
は
営
然
で
あ
ら
う
。

併
し
乍
ら
現
買
に
お
い
て
は
、
後
の
場
合
と
雄
も
、
決
し
て
質
的
要
素
即
ち
魚
替
債
格
を
無
視
し
う
る
も
の
で

は
な
い
。
第
一
に
輸
出
入
代
金
の
決
蹄
は
、

一
臆
は
潟
替
相
場
の
如
何
に
拘
ら
字
、
震
替
需
給
を
強
制
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
る
が
、
併
し
そ
の
情
出
入
そ
の
も
の
は
ま
た
鴻
替
相
場
の
如
何
に
よ
っ
て
影
響
き
れ
る
。
第
二
に
輸
出

j
L
h
A
ト

u
;
iー

!

t

h

L

一

u
;
:
)
)
m
b
H
J
F
!
"
:
l
f
h

λ
灯
ぃ

G
c
v
訟
が
川
判
対
れ
仁
立

L
日

l

必
ヨ
J
l
U
J
d
J
〆

t
，
院
ひ
そ

U
民
一
刻
川
商
品
和
仁
草
カ

刀〉

那
とl

jHi 

て
決
捕
の
時
期
的
ち
潟
替
の
手
営
を
繰
り
あ
げ
る
か
、
引
き
延
ば
す
か
は
主
と
し
て
鴻
替
相
場
こ
と
に
ぞ
の
前
途

に
劃
す
る
評
債
に
影
響
さ
れ
る
。
第
ゴ
7
い
震
替
需
給
の
数
量
は
轍
出
入
そ
の
他
の
商
人
活
動
の
結
果
で
は
あ
る
が

ぞ
の
商
人
活
動
は
ま
た
鶏
替
の
前
途
に
謝
す
る
評
債
如
何
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
ゐ
る
。
か
く
し
て
貿
易
上
お
よ

ぴ
貿
易
外
の
関
係
に
お
い
て
も
、
震
替
相
場
帥
ち
質
的
要
素
は
決
し
て
軽
視
ぎ
る
べ
き
で
は
な
い
。
だ
け
〉
そ
の
程

度
如
何
に
つ
い
て
は
、
投
機
お
よ
び
投
貴
闘
係
の
場
合
に
比
し
、

な
い
。

一
般
に
は
軽
度
の
影
響
を
も
っ
と
い
ふ
に
過
ぎ

か
く
の
如
〈
鴻
替
の
日
常
相
場
に
謝
す
る
質
的
お
よ
び
量
的
要
素
は
、
震
替
取
引
の
種
類
に
よ
り
そ
の
軽
重
を

異
に
す
る
が
、
何
れ
の
場
合
に
も
或
程
度
に
量
的
要
素
の
影
響
を
認
め
ybι
る
得
な
い
。
け
れ
E
も
そ
の
故
を
も

っ
て
、
震
替
心
理
設
た
る
に
姉
C
る
も
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
い
ま
一
国
の
国
際
貸
借
炉
等
し
〈
不
利
な
る
場
合

4) ibid.， p. 299 300 
5) ibid・4 ・3∞ 301.



に
も
、
そ
の
圃
の
貨
幣
の
崎
市
来
が
架
観
さ
る
〉
時
は
、
魚
替
の
下
落
を
来
す
こ
と
な
〈
し
て
、
投
機
お
よ
び
投
資
に

よ
る
費
本
移
動
の
た
め
に
、
国
際
貸
借
は
平
衡
を
回
復
す
る
で
あ
ら
う
。
之
に
反
し
て
同
じ
場
合
に
も
貨
幣
の
牌

来
が
悲
観
さ
る
3

時
は
、
震
替
の
暴
落
に
お
い
て
国
際
貸
借
の
不
利
を
加
重
す
る
で
あ
ら
う
。
郎
ち
鴻
替
の
鼎
来

に
劃
す
る
評
慣
ま
た
は
諌
測
が
、
鴻
替
相
場
の
決
定
的
要
素
と
な
h
J
、
然
る
限
hJ
『
鴬
替
理
論
は
本
質
的
に
心
理

詰
た
る
こ
と
を
や
め
る
も
の
で
は
な
い
〕
。
要
す
る
に
震
替
の
日
常
相
場
は
、
ぞ
の
需
要
供
給
に
よ
っ
て
定
ま
る
色

の
で
は
あ
る
が
、
車
な
る
需
給
の
数
量
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
一
定
の
債
格
に
お
け
る
需
給
の
数
量
が
問

百
団
?
』
h
ソ

pJ
、
L

円
ノ
団
民

)
r
'
t
H
2
司
主
雨
明
白
1

、h
日
干
面
調
・

7
日
4yf

ノ、

u
p
車
仇
d

目
民
世
k
p
岨
y
p
h
J
h
ヘ
J
)
手

&11ト、
M

H
に
目

t
r
"
J
O

M
百

八

〆

}

〈

向

、

f
ν
v
H

北
山
中
仁
川

l
刷
川

J
ノ
内
川
山
一
一
阿
川

Z
lト廿
N
1
T
1
L
J
1
日
に
内
問
ふ
呪

huμ
」
〈
市
内

J

e

K

1

f

V

1

ド
f【

L
1
J
L
J
M
川

M
V《
，

Je

六
、
震
替
型
動
の
要
因

震
替
心
理
設
の
主
張
に
従
っ
て
、
わ
れ
/
¥
は
先
づ
第
一
に
、
魚
替
相
場
の
心
理
的
根
壌
を
明
ら
か
に
し
、
第

二
に
矯
替
の
日
常
相
場
を
支
配
す
る
需
給
法
則
を
明
ら
か
に
し
た
。
而
し
て
こ
の
需
給
法
則
は
結
局
に
お
い
て
各

個
人
の
需
給
数
量
と
債
格
評
慣
に
蹄
せ
ら
れ
る
。
然
ら
ば
第
三
の
問
題
は
、
こ
の
需
給
数
量
を
決
定
す
る
要
因
は

ま
に
こ
の
債
格
評
債
を
決
定
す
る
要
因
は
何
か
?
要
言
せ
ば
活
替
擾
動
の
要
因
(
町
民
主
E
L
g
〈
宝
山
門

-
Q
E
E
門

V
E
m叩
)
は
何
か
に
あ
る
。

第
一
に
鴻
替
の
需
給
敷
量
を
決
定
す
る
要
因
は
、
国
際
貸
借
と
責
本
移
動
を
主
と
す
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
圃
際
貸
借
設
の
批
判
に
因
ん
で
論
述
し
た
。
た
げ
〉
渇
替
心
理
設
の
異
は
る
所
は
、
こ
の
重
要
な
る
量
的
要

何
か
、

鴛
替
心
理
説
由
主
張

第
三
十
五
巻

七
人

第
六
披

七

ihi¥l.， p. 302. 6) 



岬
岬
替
心
理
説
白
・
主
張

第
三
十
五
巻

第
六
時
碗

， ...... 

七
八
四

素
を
看
過
せ
ざ
る
代
り
に
、
之
に
の
み
鴻
替
の
説
明
を
求
め
ゴ
る
勤
に
あ
る
。

資
本
移
動
の
量
的
要
因
を
重
親
す
る
は
、
確
か
に
戟
後
に
生
れ
で
た
こ
の
設
の
特
徴
と
言
へ
る
。
蓋
し
職
後
の

園
際
経
摘
は
、
商
品
交
通
の
滅
退
に
反
比
例
し
て
、
資
本
交
通
の
増
進
を
来
た
し
た
か
ら
で
あ
る
。
情
券
ま
た
は

株
券
の
購
入
、
銀
行
へ
の
預
金
、
外
貨
の
貯
臓
、
不
動
産
の
買
入
、
産
業
設
備
の
購
入
ま
た
は
産
業
曾
枇
の
設
立

短
期
お
よ
び
長
期
の
投
資
等
々
、

も
注
意
す
ぺ
き
要
素
の
一
つ
と
な
っ
た
。

種
々
の
形
に
お
け
る
費
本
交
通
は
、
戦
後
に
お
い
て
最

外
国
曾
枇
へ
の
盛
一
加
、

-
崎
M

事也.、ゐ

VHYJ判

0
・伊九

K
ヨ
民
M
M
M
F
h九
崎
町
羽
曳
日
に
t
a
l
}
札
川
浩
叶
川

q
w
H
1「
、
，
同

M

正

弘

礼

川

市

ノ

円

e
r
-
-
N
L
t
J
Z
、
出
九
λ
v
h
F
h
f

、
戸
川
P
A
λ

川

4
3
門川

-
珂
官
y
J力
本
ぷ
即
日

hU
ぇ
i
γ
M
F
I
J
L
h出
炉
開
抗

V
A
I
L
-
f
d
η
刈
判
明

x
b
p
A守

u
h
ι
d
I
1
C
i
d
-
4
4
p
u
t
J
E
カ

盟

7
唱
;
本
H
V
M
h
h
t
J句

J
ザ

園
際
貸
借
の
不
足
と
同
時
に
資
本
轍
出
の
行
は
る
う
こ
と
が
少
〈
な
い
。
従
っ
て
資
本
移
動
の
程
度
ま
に
は
限
界

の
如
き
は
殆
ん

E
諜
定
き
れ
な
い
。

か
の

E
大
な
マ
U
F

ク
の
貰
却
の
如
き
そ
の
通
例
で
あ
る
。

そ
の
限
界
は
ま
だ

質
的
要
素
の
影
響
の
故
に
も
議
定
3
れ
難
い
。

例
へ
ぱ
プ
ラ
ン
の
前
途
の
柴
観
ざ
る
〉
時
代
に
は
莫
大
な
外
資
の

流
入
お
こ
り
、
ぞ
の
悲
観
主
る
〉
時
代
に
は
、
同
じ
困
際
貸
借
の
下
で
も
殆
ん

E
外
資
は
入
ら
や
、
却
っ
て
内
責
の

杭
出
が
行
は
れ
る
か
「
つ
で
あ
る
。
資
本
移
動
と
園
際
貸
借
と
の
合
成
結
果
は
国
際
牧
支

(
E
E町
内
門
官
官
庁

Egz)

と
な
る
。
ぞ
れ
故
に
闘
際
牧
支
は
、
数
授
に
お
い
て
は
常
に
卒
衡
で
あ
り
、
そ
の
故
に
ま
た
闘
際
牧
支
は
鶏
替
擾

動
の
要
因
と
は
な
り
得
F
る
・
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
出

第
二
に
鶏
替
盛
動
の
質
的
要
因
は
、
量
的
要
因
の
如
〈
簡
草
で
な
い
。
蓋
し
そ
れ
は
す
で
に
謹
ぷ
る
が
如
〈
個

人
の
評
債
(
巾
注
目
『
ロ
主
0
2
∞。
z
宅勺『

En目
立
。
=
印
)
に
依
存
し
、
従
っ
て
個
人
の
意
識
ま
た
は
精
神
状
態
に
依
存
す
る

。δ。
勾
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か
ら
で
あ
る
。

の
で
は
な
い
。

け
れ
ど
も
そ
の
意
識
ま
た
は
評
債
も
ま
た
、
結
局
に
お
い
て
は
事
貫
か
ら
遊
離
し
て
存
在
す
る
も

そ
れ
は
掛
軒
か
争
骨
に
劃
す
る
認
識
お
よ
び
紗
和
か
争
骨
に
脅
す
る
議
測
に
立
脚
す
る
ブ
然
ら
ば

そ
れ
ら
の
事
買
と
は
何
か
?

第
一
に
費
外
支
梯
力
と
し
て
の
外
貨
の
需
要
は
、

一
方
に
は
外
債
の
多
少
L
」
い
ふ
量
的
要
素
に
依
存
す
る
と
思

は
れ
る
け
れ
ど
も
、
他
方
に
は
償
還
期
限
の
選
近
に
よ
っ
て
外
貨
需
要
の
強
度
を
異
に
し
、
従
っ
て
外
貨
に
脅
す

る
評
債
を
異
に
す
る
。
ぞ
れ
故
に
償
還
す
べ
き
外
債
の
航
態
如
何
が
問
題
と
な
る
こ
と

4

一
一
一
口
ふ
ま
で
も
な
い
。

諸
問
・
:
-
叫
司
・
叶
「
世
降
団
地
、

PI"

ノピ

D
崎
「

MM1門
J
E四
百
町
工
、

A
R
Y
F
;
l
明
百
品
，
F昨
は
片
岡

F
I
r
-
J
C
}、旬

/
U
L
7
4
』
じ

-dH
刊

2
t

町
並
虻
回
国
主
生
存
者

U
り
七
突
い
二
日
h
r
韓国
A
h
u
q良一

h

抗

体

厚

H
Uド
#
4
1
ド

t

j

h

M

，
刷
同
日
H
n
z
t
J

一
ノ
〆

L
i
d
b跡
刊

1

J

一ノ

unu--，
J
一4
4
E
4
h
p
t
F
4
p
-
A什

し
、
直
接
に
は
特
殊
購
買
力
の
比
較
を
示
寸
佃
1
の
商
品
債
格
に
依
存
す
る
。
何
れ
の
場
合
に
も
問
題
は
、
債
格

ま
た
は
物
債
に
関
係
し
、
従
っ
て
通
貨
ま
た
は
流
通
の
問
題
に
関
聯
す
る
。

第
三
に
通
貨
と
物
債
と
潟
替
に
閲
す
る
購
買
力
平
償
設
の
主
張
、
却
ち
、

に
反
劃
し
て
、

一
通
貨
、
二
物
償
、
三
矯
替
の
順
序

一
通
貨
、
二
魚
替
、
三
物
債
の
順
序
に
動
き
、
更
に
そ
の
前
提
に
、
通
貨
の
流
通
に
閥
す
る
聾
測

を
置
か
ん
と
す
る
掛
か
く
し
て
通
貨
が
潟
替
に
影
響
す
る
途
は
、
量
的
に
は
、
ぞ
れ
が
園
際
貸
借
お
よ
び
費
本
移

動
の
途
よ
り
、
質
的
に
は
購
買
力
の
不
均
衡
・
お
よ
び
直
接
の
震
替
評
債
へ
の
影
響
に
よ
る
。

第
四
に
財
政
お
よ
び
国
庫
の
肢
旗
印
ち
財
政
の
不
足
と
国
庫
の
窮
乏
は
、
震
替
相
場
を
下
落
せ
し
む
る
こ
と
勿

論
な
る
が
、
こ
の
場
合
に
も
問
題
は
、
む
し
ろ
不
足
ま
た
は
窮
乏
そ
の
も
の
よ
り
も
、
之
に
劃
す
る
劃
策
の
殻
果

如
何
に
係
る
。
例
へ
ば
一
九
一
一
一
年
の
フ
ラ
ン
ス
財
政
の
不
足
は
、
そ
の
後
の
年
に
お
け
る
よ
り
も
遁
か
に
重
大

居
凧
脊
心
理
設
の
主
張

第
三
十
五
巻

第
大
時
事

九

七
八
五

ibid.， P・3II.

ibid.， p. 311-312. 
ibid.， p. 312-313・
ibid.， p. 312-316. 
ibid， P・ 318
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鴛
替
心
理
心
説
の
主
張

第
三
十
五
巻

七
八
六

第
六
猿

四
O 

で
は
め
っ
た
が
、
賠
償
お
よ
び
内
債
に
劃
す
る
期
待
の
か
け
ら
れ
て
ゐ
た
営
時
は
、
ブ
ラ
シ
鴻
替
は
殆
ん
ど
著
し

き
下
落
を
燕
ー
さ
な
か
っ
た
。

第
五
に
財
政
政
策
お
よ
び
翁
替
政
策
の
如
何
も
重
要
な
る
要
悶
と
な
る
。
財
政
の
均
衡
は
魚
替
の
安
定
上
に
必

要
で
は
あ
る
が
、
問
題
は
む
し
ろ
、
そ
の
均
衡
を
如
何
に
し
て
得
る
か
の
様
式
の
上
に
あ
る
。
例
へ
ば
動
産
租
税

の
加
重
に
よ
っ
て
均
衡
を
得
た
る
場
合
は
、
恰
か
も
一
九
二
四

!
l二
五
年
の
フ
ラ
ン
ス
に
見
た
る
が
如
〈
ぃ
却

っ
て
費
本
逃
避
を
刺
激
し
て
鴻
替
を
引
下
げ
、
矯
替
の
下
落
が
更
に
資
本
逃
避
を
刺
散
す
る
こ
と
〉
な
る
。
ま
た

県
宇
中
華

H
r
z
k包
河
北

P

B司
f
-
T
U日
主
活
に
・
二
信

H
日
ト
?
"
コ
ロ

h
、
白
匝
百
に

C
F
p
h
l
t町
り
'
r
n
U
司
勾

μ
C
3
U
川吋

¥

Z

J

V

仁
円
ノ
童
日
間
，
暗

唱

2AyqJ川
河
川
古
河

3
aトヤ
7
J
4正
H
7
"
#
ψ
!
:
J
t
1
T
-
dサ日
7
v〈
ほ

M
4
1
〆し一
H
1
r
p
〈

7
〈

m
y
'
l
M
E
U
者
四
阿

l

よ
り
一
定
の
相
場
に
・
お
い
て
潟
替
を
需
給
す
る
場
合
に
は
、
敷
量
的
要
国
は
之
に
よ
り
甚
だ
し
く
修
正
3
る
〉
こ

左
〉
な
る
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
こ
の
設
の
重
要
な
る
特
徴
と
し
て
注
意
す
べ
き
要
因
は
、
以
上
の
諸
事
賓
が
車
な
る
現
買
の
事
賓
と
し

て
よ
り
は
寧
ろ
、
そ
の
各
1
の
牌
来
性
に
劃
す
る
聾
測

(pb三
回
一
。
=
印
)
と
し
て
、
震
替
相
場
に
影
響
す
る
と
い
ふ

に
あ
る
。
議
測
は
以
上
の
諸
事
買
の
穂
て
に
つ
い
て
、
郎
ち
外
債
の
支
掛
力
、
商
品
の
購
買
力
、
通
貨
の
疏
遇
、

財
政
の
不
足
、
財
政
お
よ
び
震
替
政
策
の
如
何
等
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
諸
事
質
そ
の
も
の
以
上
に
、
震
替
を
動

か
す
力
を
有
す
る
。
例
へ
ば
鴻
替
安
定
政
策
が
錯
替
を
安
定
せ
し
む
る
の
は
、
政
策
そ
の
も
の
う
現
貫
的
殻
呆
と

共
に
、
そ
の
政
策
の
質
施
お
よ
び
致
果
に
劃
す
る
諜
測
が
、
重
要
な
る
役
割
を
演
中
る
が
如
き
こ
れ
で
あ
る
町
諜

測
は
ま
た
、
以
上
の
如
き
震
替
評
債
の
根
抵
と
な
る
諸
事
賓
の
外
に
、
更
に
潟
替
の
量
的
要
因
の
上
に
も
及
ぶ
。

ibid.， P・3'9・
ibid.， P・327・
ibid.， P・ 322

ibid.， P・321.

ibid.， p. 32' 
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お

例
へ
ば
園
際
貸
借
お
よ
び
資
本
移
動
の
如
き
も
、
そ
れ
ら
の
現
賓
の
敢
量
の
外
に
、
こ
の
敷
量
に
脅
す
る
輪
開
測
が

す
で
に
重
要
な
る
投
割
を
演
や
る
こ
と
冶
な
る
。

要
す
る
に
鴻
替
盤
動
の
要
因
は
、
普
通
に
考
へ
ら
る
〉
が
加
〈
翠
純
な
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
量
的
諸

要
素
と
共
に
望
的
諸
要
素
が
め
り
、
夏
に
こ
れ
ら
の
諸
要
素
に
闘
す
る
議
測
が
あ
る
。
ぞ
の
主
要
な
る
内
容
は
、

第
一
に
園
際
貸
借
お
よ
び
責
本
移
動
の
数
量
、
第
二
に
貨
幣
流
通
上
の
襲
動
、
第
=
正
岡
家
の
費
内
お
よ
び
劃
外

こ
と
に
直
接
に
は
鵡
替
安
定
政
策
、
第
四
に
魚
替
の
崎
市
来
に
封
す
る
珠
測
お
よ

日
掲
替
伝
勅
炉
す
以
上
の
講
要
国
に
劉
・
7
る
橡
測
等
々
こ
れ
で
あ
る
。

政
策
、

財
政
お
よ
び
租
耽
政
策
、

七
、
金
貨
属
替
と
紙
幣
篇
醤

震
替
心
理
設
に
お
け
る
以
上
の
主
張
は
、
常
に
紙
倒
市
須
替
の
前
提
に
立
っ
て
ゐ
る
。
然
ら
ば
こ
の
設
の
主
張
は

今
日
に
お
い
て
き
へ
正
常
航
態
と
は
考
へ
ら
れ
ま
る
不
換
紙
幣
の
場
合
に
の
み
、
組
用
さ
る
べ
き
特
殊
の
鶏
替
理

ア
フ
タ
ソ
オ
ン
敢
授
は
之
に
抗
辞
す
る
。
『
そ
の
本
質
に
お
い
て
は
』
こ
の
設
は
金
貨
圃
に
も

論
で
あ
ら
う
か
?

ま
た
同
様
に
適
用
さ
れ
得
る
と
い
ふ
。
然
ら
ば
そ
れ
は
如
何
な
る
意
味
に
お
い
て
か
?

第
一
巳
矯
替
の
日
常
相
場
に
閲
す
る
心
理
設
の
主
張
は
、
之
を
一
定
の
債
格
に
お
け
る
需
要
供
給
に
依
存
せ
し

か
る
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
金
貨
閣
の
場
合
に
お
い
て
も
同
様
に
安
蛍
す
る
。
第
二
に
こ
の
設
で
は
外
国
貨
幣
の
債

値
の
根
抵
は
、
そ
の
最
後
の
車
位
に
罰
す
る
期
待
に
あ
る
が
、
金
貨
国
の
場
合
に
は
、
た
Y

ぞ
れ
が
そ
の
軍
位
に

鴛
替
心
理
説
。
.
主
張

第
六
時
踊

第
三
十
五
巻

七
八
七

四

i 
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傍
替
心
理
説
白
主
張

第
三
十
五
巻

七
八
八

第
六
時
抽

四

合
ま
る
〉
金
純
分
で
あ
る
と
い
ふ
相
違
に
過
ぎ
な
い
。
而
し
て
上
下
の
金
現
謹
黙
の
聞
に
お
け
る
相
場
の
動
揺
は
、

ま
た
同
様
の
種
1
の
要
素
に
よ
っ
て
惹
き
お
こ
さ
れ
る
。
第
三
に
個
人
的
評
.
債
に
影
響
す
名
量
的
お
よ
び
質
的
の

諸
要
素
も
ま
た
、
金
貨
固
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
等
の
相
遣
を
来
た
す
も
の
で
は
な
い
。
人
ほ
金
貨
鴬
替
に
お
け

る
主
要
の
量
的
要
因
と
し
て
圃
際
貸
借
を
あ
げ
る
が
、
併
し
そ
こ
に
は
な
ほ
賀
本
移
動
と
い
ふ
他
の
量
的
要
悶
も

ゐ
り
、
ま
た
質
的
要
因
の
演
予
る
役
割
ぞ
無
規
す
る
こ
と
も
出
来
な
ハ
ペ
。

、
、

七
日
〉
金
貨
凶
の
場
合
い
は
、
関
的
要
閣
に
比
し
量
的
要
因
は
よ
り
重
要
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
個
人
的
評
慣

ー
、
こ
り
揚
h
.
3
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立た，
I

7

J

華
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測
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血
性
ム
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t
h
¥
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わ
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l
f
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n
J
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エ
凡
民
主
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L
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に
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車
二
ノ
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〉

t
f
L

可
"
イ
t

〆

L
:
r
1
1
4
f
i
f
j
k
Zノ
/

〈

戸

/

ψ

事
d
t
v
l
h
v

川

理
的
費
化
か
ら
潤
立
せ
る
事
賞
、
剖
ち
交
換
さ
る
三
一
つ
の
貨
幣
に
合
ま
る
冶
金
純
分
に
あ
る
。

従
っ
て
鴻
替
の

動
揺
に
最
大
の
影
響
を
及
ぽ
す
色
の
は
.
国
際
貸
借
お
よ
び
資
本
移
動
と
い
ふ
量
的
要
因
で
あ
る
。
こ
れ
戦
前
に

行
は
れ
た
震
替
理
論
が
殆
ん
ど
質
的
要
因
を
無
視
し
な
が
ら
も
、
な
ほ
大
過
な
く
魚
替
を
設
明
し
え
た
所
以
で
あ

る
。
け
れ
ど
も
こ
の
場
合
と
い
へ

E
も
潟
替
の
心
理
的
根
壊
が
失
は
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
と
敢
授
は
主
張
す

'o
。『

金
貨
の
鴛
替
理
論
と
紙
鮮
の
噌
ぞ
れ
と
の
聞
に
は
、
何
ら
絶
封
的
白
相
蓮
は
な
い
。
債
格
に
関
す
る
以
上
は
、
ナ
べ
て
の
僑
替
理
論
は
そ
の
木
賞

に
和
い
で
心
理
的
で
あ
る
。
た
Y
質
的
脂
製
化
の
強
度
の
弱
き
と
量
的
要
因
白
一
優
勢
な
役
割
白
た
め
に
、
金
貨
鴛
替
に
‘
担
い
で
は
、
人
は
心
理
的
根
本

的
。
前
提
に
費
し
て
眼
を
ふ
さ
ぎ
、
た
ピ
外
的
要
因
の
考
察
に

D
h
波
頭
し
う
る
に
過
さ
な
川
。
』

そ
れ
故
に
金
貨
鴻
替
と
紙
幣
鴬
替
と
の
相
違
は
、
理
論
上
よ
り
・
ち
り
し
ろ
賓
際
上
に
あ
る
。
こ
の
相
違
は
、
何

れ
の
場
合
に
も
働
ら
く
共
通
の
諸
要
素
の
う
ち
、
或
も
の
は
特
に
令
貨
震
替
に
・
お
い
て
力
強
〈
働
き
、
他
の
も
の

-
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は
特
に
紙
幣
魚
替
に
お
い
て
力
強
〈
作
用
す
る
か
ら
に
外
な
ら
ぬ
。
ぞ
の
結
果
と
し
て
雨
者
の
聞
に
は
、
現
賓
に

見
る
が
如
き
著
し
き
相
違
が
現
は
れ
る
。
こ
の
相
違
の
最
も
著
し
き
勤
は
、
紙
幣
潟
替
に
お
け
る
相
場
の
不
決
定

性
(
円
=
朱

E
E
E
Z
0
2
)
に
あ
る
ω
震
替
相
場
が
園
際
貸
借
ま
た
は
購
買
力
平
償
に
依
存
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の

要
素
は
た
と
ひ
時
々
刻
々
に
擾
動
す
る
と
は
言
へ
、
な
ほ
何
等
か
の
方
法
に
よ
っ
て
山
内
定
し
う
る
も
の
、
ま
た
は

決
定
性
の
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
心
理
設
の
言
ふ
質
的
要
因
は
、

心
理
的
影
響
、

個
人
的
評
償
、

将
来
的
議
測
等

々
す
で
に
不
決
定
性
の
も
の
な
る
の
み
な
ら
子
、
紙
幣
魚
替
に
あ
っ
て
は
量
的
要
因
そ
の
色
の
ま
で
が
ま
だ
、
投

機
拘
要
素
の
加
遣
の
に
の
に
決
定
性
M-
火

m.
資
本
格
調
の
畑
単
品
会
:
一
小
決
定
性
か
一
椴
ぴ
寸
掛
川
司
令
。

紙
幣
鴬
替
の
不
決
定
性
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
鴻
替
相
場
の
不
安
定
(
同
口
丸
山
E
2
5
と
、
正
常
水
準

(
Z
5
=

5
5と
)
の
快
加
と
を
招
来
す
る
。
紙
幣
矯
替
の
不
安
定
に
し
て
動
揺
性
に
富
h
U
こ
と
に
は
問
題
は
な
い
。
品
局
替
心

理
詰
の
特
異
な
る
主
張
の
一
つ
は
、
紙
幣
ゑ
替
に
お
け
る
正
常
水
準
却
ち
調
は
ゆ
る
正
常
相
場
ま
た
は
相
場
基
準

の
否
定
に
あ
る
J

蓋
し
同
じ
く
紙
幣
震
替
の
一
理
論
と
し
て
生
れ
た
る
購
買
力
平
債
説
に
あ
っ
て
は
、
正
常
水
準
の

存
在
を
認
め
て
、
之
を
購
買
力
卒
債
で
あ
る
と
主
張
す
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
心
理
誌
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
『
紙

幣
に
と
っ
て
は
、
震
替
の
正
常
水
準
な
る
も
の
は
無
い
己
何
故
か
と
い
ふ
に
、
こ
の
場
合
に
は
正
常
相
場
の
根
抵

な
る
も
の
は
、
何
庭
に
も
後
見
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
論
や
る
加
〈
購
買
力
卒
債
は
不
十
分
で
あ
り
、

圃
際
貸
借
も
ま
た
魚
替
の
盤
勤
に
作
用
は
す
る
が
、
南
者
の
聞
に
は
一
定
の
関
係
を
設
定
す
る
に
足
ら
字
、
更
に

ま
に
最
も
有
力
な
る
心
理
的
影
響
を
輿
ふ
る
一
国
の
財
政
吠
鵡
色
、
翁
替
の
盛
動
に
重
要
な
作
用
を
及
ぼ
す
に
は

府
内
替
心
理
設
の
主
張

第
三
十
五
巻

第
六
拍
車

七
八
九

四

.'i: 
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食
替
心
理
説
白
・
主
張

第
三
十
五
省

七
九

O

第
六
時
机

四
回

相
違
な
い
が
、
し
か
も
そ
れ
と
錦
替
水
準
と
の
聞
に
は
、
何
ら
一
定
の
恒
常
的
な
関
係
を
後
見
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
か
ら
で
あ
る
c

鴬
替
心
理
読
の
主
張
は
以
上
に
よ
っ
て
略
3
之
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
主
張
の
中
に
は
従
来

の
潟
替
理
論
に
お
い
て
全
〈
看
過
さ
れ
た
る
方
面
に
、
特
別
の
注
意
ぞ
喚
起
し
た
る
賠
が
少
く
な
い
。
こ
?
と
に
現

賓
枇
曾
の
事
賢
に
却
し
て
、
従
来
の
理
論
を
椴
討
し
、
新
た
な
る
主
誠
栓
試
み
ん
と
す
る
数
授
の
態
度
に
は
、
b
J
M

;
江
島
，
J

川
町
t
t
b
U司、刀法ノ
?
O
L
L
H
品
川
判
れ
め
〈
制
ー
な
ゐ
ら
叫
割
訊

U
J
j
拡
r
i
v
J司

J

川吋」、如、

却
し
て

f
t
~
ま
に
羽
目
に
が

認
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
、
こ
れ
が
詳
細
な
る
批
判
は
之
を
他
の
機
舎
に
ゆ
づ
り
、
こ
〉
で
は
た
Y
主
と
し
て
問
題

と
な
る
べ
き
諾
貼
を
掲
ぐ
る
に
止
め
る
c

第
一
に
こ
の
設
の
根
祇
に
横
に
は
る
債
依
論
と
し
て
の
限
界
殺
用
設
が

問
題
と
な
る
。
第
二
に
偲
り
に
限
界
殻
用
設
に
立
つ
、
と
し
て
も
、
之
を
貨
幣
の
債
値
に
適
用
す
る
こ
と
に
は
更
に

問
題
が
め
ら
う
。
第
三
に
こ
の
誌
の
圃
際
貸
借
お
よ
び
国
際
収
支
論
こ
と
に
そ
れ
と
魚
替
相
場
と
の
閥
係
に
は
、

常
ほ
批
判
の
傍
地
が
な
い
か
、
第
四
に
個
人
的
評
債
と
枇
曾
的
評
債
と
を
結
ぶ
客
観
的
枇
舎
的
根
按
を
看
過
せ

F

る
か
、
第
五
に
こ
の
設
の
主
要
な
る
一
要
素
を
な
す
聾
測
は
之
を
輩
純
な
る
心
理
作
用
と
な
し
う
る
か
、
最
後
に

一
般
に
評
債
ま
た
は
議
測
の
根
抵
に
は
、
個
人
的
思
惟
を
超
越
す
る
祉
曾
的
事
賓
が
存
在
し
、
ぞ
れ
が
佃
人
的
評

債
ま
た
は
諜
測
を
規
定
す
る
ち
の
と
せ
ば
、
問
題
は
む
し
ろ
そ
の
根
抵
に
横
た
は
る
事
賓
の
究
明
に
あ
る
で
は
な

い
か
等
々
、
そ
こ
に
は
宵
ほ
考
ふ
べ
き
多
〈
の
問
題
が
蔑
さ
れ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
。
(
完
)
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